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【技術の概要】 

本技術は、螺旋状の羽根を取り付けた先端拡翼部を接合した

鋼管（以下、“補強材”と称す）の支持力と基礎底面下地盤の支

持力を複合させることで、支持能力の増大を図った地盤補強工

法である。 

なお、本技術における補強材の先端部は、 (一財)日本建築総

合試験所 建築技術性能証明 GBRC 性能証明 第 19-28 号 改 2と

して性能証明された暁工法の先端部の一仕様としており、この

先端部に上蓋を介して細径鋼管を接続している。 

 

【改定の内容】 
新規：GBRC 性能証明 第22-16号(2022年9月9日) 

改定：GBRC 性能証明 第22-16号 改1(2025年9月2日) 

   ・適用範囲の拡大 

（適用する建築物の高さの上限を16m以下へ拡大） 

 

【技術開発の趣旨】 

先端翼付鋼管を用いる地盤補強工法では、材料費が高額であ

る点が課題であり、可能な限り細径の鋼管を使用することで使

用鋼材量の軽減を図っている。細径の鋼管は許容回転トルクが

小さく、施工中に回転トルクの制限を受ける施工上の大きな問

題がある。そこで、本工法は専用ヘッドに螺旋状の羽根を取り

付けた先端ピース（先端拡翼部）を装着し、専用ロッドを用い

て直接回転力を伝え、所定の深度まで回転圧入した後に細径鋼

管を接合させる。それにより、補強材の先端支持力確保に必要

な耐力を有する細径鋼管を使用可能としている。また、補強材

に加えて、基礎底面下地盤の支持力を評価することで、補強材

の支持力のみで建物荷重を支えるとする場合に較べて、補強材

の数量や長さの低減が可能となり、経済的な基礎の設計が可能

となる。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、補強地盤の鉛直支持力に

ついてのみを対象としており、以下のとおりである。 

申込者が提案する「W-ZERO 工法 設計・製造・施工基準」に従

って設計・施工された補強地盤の長期許容支持力度を定める際に

必要な地盤から定まる極限支持力度は、同基準に定めるスクリュ

ーウエイト貫入試験結果に基づく支持力度算定式で適切に評価

できる。 

また、本技術については、規定された施工管理体制が適切に

運用され、工法が適正に使用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本技術の問合せ先】 
株式会社 SKT      担当者：丸山 康治                                 E-mail：contact@skt-co.jp 

〒950-0911 新潟県新潟市中央区笹口 3 丁目 14 番地 6 入山ビル 2F        TEL：025-282-7676  FAX：025-282-7620 

株式会社 SGL      担当者：石橋 洋                                 E-mail：info@sgl-inc.jp  

〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東一丁目 16 番 8 号 IT ビル 7F      TEL：092-260-9026  FAX：092-260-9027 

写真-2 専用ヘッド 

（先端ピース取付け時） 写真-1 使用機材の一例 

図-1 補強材の構成 


